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西
澤
会
長
の
挨
拶

共
謀
法
、
加
計
問
題
と
緊
迫

し
た
状
況
で
、
連
日
の
国
会
前

で
「
行
動
す
る
地
公
退
」
の
一

員
と
し
て
の
座
り
込
み
、
集
会

な
ど
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

5
月
３
日
、
安
倍
首
相
は

「
2
0
2
0
年
新
憲
法
施
行
」

と
日
本
会
議
主
宰
の
「
憲
法
改

悪
集
会
」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
こ
の
通
り
進
む
と

す
れ
ば
19
年
ま
で
に
国
会
発
議

と
国
民
投
票
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
改
悪
集
団
は
、
国
民
投
票
で
彼

ら
が
勝
利
す
る
た
め
の
目
標
を
三
千
万
票

と
し
て
、
す
で
に
神
社
本
庁
、

新
・
旧
宗
教
団
体
を
基
盤
に

し
て
の
署
名
集
め
や
地
方
議

会
で
「
改
悪
決
議
」
採
択
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
草
の
根
運
動
」
は
、
私
た

ち
の
行
動
と
ガ
チ
ン
コ
し
、
今
以
上
に
地

域
で
生
活
す
る
一
人
ひ
と
り
の
意
識
ま
で

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
緊
張
し
て

し
か
も
緊
急
な
と
り
く
み
が
必
要
で
す
。

改
憲
す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の

国
の
在
り
方
を
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
当

然
大
き
な
権
力
闘
争
を
伴
い
ま
す
。
す
で

に
政
局
は
混
と
ん
と
し
て
き
ま
し
た
。
野

党
も
こ
の
動
き
の
中
に
あ
り
ま
す
。

現
政
権
を
変
え
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持

つ
政
党
は
、
少
な
く
と
も
、「
平
和
憲
法

の
維
持
」「
脱
原
発
」「
働
く
者
の
立
場
で

新
自
由
主
義
に
反
対
す
る
」
の
３
点
で
ま

と
ま
り
、
安
倍
政
権
に
対
峙
す
る
姿
勢
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
平

和
な
く
し
て
社
会
保
障
な
し
」
と
い
う
従

来
か
ら
の
私
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
切

に
、
こ
の
総
会
を
出
発
点
と
し
て
現
役
と

共
に
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
退
教
の
越
川
代
議
員
が
発
言
を
し
ま

し
た
。

「
①
地
公
退
方
針

に
も
保
険
に
入
る
こ

と
を
勧
め
て
い
る
が
、

中
小
企
業
と
大
企
業

の
利
益
率
に
は
格
差

が
あ
り
、
中
小
で
は

入
り
た
く
て
も
余
裕

が
な
い
。
大
企
業

が
下
請
け
も
保
険

に
入
れ
る
よ
う
な

措
置
を
と
ら
せ
る

べ
き
で
す
。
②
医

療
機
関
の
多
寡
な

ど
に
、
地
域
間
格
差
が
あ
る
問
題
で
す
。

死
亡
率
が
高
い
青
森
県
と
、
長
寿
と
言
わ

れ
る
石
川
県
で
は
医
療
制
度
に
大
き
な
差

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
で
す
。

③
夜
間
巡
回
で
す
が
、
東
京
で
は
一
晩
に

10
軒
位
回
れ
る
が
、
山
間
地
で
は
、
お
そ

ら
く
一
軒
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
ど
う
考
え

る
か
で
す
。
④
自
分
の
治
療
で
、
自
宅
で

の
注
射
に
替
え
ま
し
た
。
負
担
は
６
５
０

円
で
す
。
な
ぜ
高
い
か
と
い
う
と
自
宅
注

射
は
在
宅
医
療
だ
か
ら
で
す
。
診
療
報
酬

の
在
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

事
務
局
の
回
答
は
①
根
本
的
な
課
題
で
、

新
た
な
運
動
が
必
要
で
し
ょ
う
。
②
宿
題

に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
③
い
ま
の
と
こ
ろ
、

解
決
方
法
が
見
当
た
ら
な
い
。
④
診
療
報

酬
改
定
に
反
映
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

退
連
第
21
回
総
会
　
7
月
14
日

地
公
退
総
会
に
先
立
ち
、
退
職
者
連
合

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
退
教
副
会
長
の

吉
田
順
子
代
議
員
が

発
言
し
ま
し
た
。

退
連
の
役
員
に
は
、

女
性
が
か
な
り
多
く

入
っ
て
い
る
（
44
名

中
14
名
）
が
、
代
議

員
名
を
見
る
と
か
な

り
少
な
い
（
1
4
2

名
中
7
名
）。
男
女
平

等
推
進
委
員
会
も
活

動
し
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
ぜ
ひ
、

代
議
員
に
も
女
性

が
参
加
で
き
る
よ

う
に
と
り
く
ん
で

ほ
し
い
。

な
お
、
こ
の
総

会
で
阿
部
保
吉
会

長
が
退
任
し
、
人

見
一
夫
（
自
治
労

退
）
会
長
に
な
り

ま
し
た
。
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平和なしに社会保障はない！平和なしに社会保障はない！
第
48
回
地
公
退
総
会  

7
月
28
日

日退教の新役員（2017 ～ 2018年度）
会 　 長� 西沢　　清� 東京高退
副 会 長� 清水　史朗� 北退教
� 吉田　順子� 兵庫退
� 佐藤　昌二� 新潟県退
� 本村富美子� 東京高退
� 太田　孝治� 大分県退
事務局長� 竹田　邦明� 神奈川高退
事務局次長� 松淵　　昂� 岩手県退
� 日高　邦夫� 埼玉退
� 中谷　正史� 日教組
部 会 長� 越川　薫一� 千葉高退
� 柴田　廸春� 都退教
� 平岡　良久� 東京高退
� 芥川　治子� 東京高退
監 　 事� 福井　英利� 徳島退
� 北村　　環� 広島高退
� 村山恵美子� 千葉高退
顧 　 問� 兼子　哲郎� 北退教
� 北原　久禅� 石川県退

西澤会長の
「団結頑張ろう」

越川代議員

　
　
佐
藤
昌
二
副
会
長
　
逝
去

6
月
９
日
の
第
46
回
日
退
教
総
会
で
副
会
長
に
再

選
さ
れ
ま
し
た
が
８
月
10
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃 報
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「
一
定
の
所
得
が
あ
る
高
齢
者
は
、

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負

担
額
の
上
限
が
と
も
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
」

医
療
は
70
歳
以
上
が
対
象
。
一

般
的
な
所
得
が
あ
る
世
帯
の
人
は
、

外
来
医
療
費
の
負
担
上
限
が
月
2

千
円
ア
ッ
プ
し
て
1
万
4
千
円
に
。

た
だ
し
年
間
の
上
限
額
も
設
け
て
、

今
の
月
額
上
限
12
カ
月
分
の
14
万

４
千
円
と
し
、
長
期
通
院
す
る
人

の
負
担
は
増
え
な
い
よ
う
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

介
護
も
一
般
的
な
所
得
の
世
帯

（
か
つ
「
世
帯
員
の
だ
れ
か
が
市

町
村
民
税
を
負
担
し
て
い
る
世

帯
」）
で
上
が
り
、
負
担
上
限
が

月
7
2
0
0
円
増
え
て
4
万

4
4
0
0
円
に
な
り
ま
す
。【
医

療
に
あ
わ
せ
る
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
医
療
は
さ
ら
に
先
に
行
き
ま

し
た
。】
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自

己
負
担
割
合
が
全
員
１
割
の
世
帯

は
、
３
年
間
だ
け
今
の
月
額
上
限

12
カ
月
分
（
44
万
6
4
0
0
円
）

の
年
間
上
限
額
を
設
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
40
～
64
歳
が
負
担
す
る

介
護
保
険
料
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
は
、
大
企
業
の
社
員
や
公
務
員

な
ど
「
支
払
い
能
力
の
あ
る
人
」

に
よ
り
多
く
納
め
て
も
ら
う
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
現
職
共
済

組
合
員
は
保
険
料
が
増
額
し
ま
す
。

「
年
金
で
は
国
民
年
金
を
受
給
す

る
の
に
必
要
な
加
入
期
間
が
25
年

か
ら
10
年
に
」

会
員
の
み
な
さ
ま
自
身
で
該
当

さ
れ
る
方
は
レ
ア
ケ
ー
ス
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
ご
家
族
の
方
に
該

当
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
受

給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。【
該

当
者
に
は
す
で
に
案
内
が
送
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。】

こ
の
間
の
経
過
、
具
体
的
変
更

点
の
詳
細
は
日
退
教
事
務
局
だ
よ

り
（
16
‐
6
号　

2
0
1
7
年
2

月
8
日
付
け
、
16
‐
8
号　

2
0
1
7
年
3
月
10
日
付
け
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
日
退
教
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
な
お
、
事
務
局
だ
よ
り
で

は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
引
き
上

げ
施
行
時
期
を
記
載
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
年
8
月
か
ら
の

施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
給
付
抑
制
と
負
担
増

　

８
月
１
日
か
ら
社
会
保
障
の
負
担
・
給
付
の
仕
組
み
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た
。

　

安
倍
内
閣
は
、
2
0
1
6
ー
18
年
度
の
3
年
間
を
「
財
政
健

全
化
計
画
の
集
中
期
間
」
に
位
置
付
け
、
社
会
保
障
費
の
伸
び

を
、
高
齢
化
に
伴
う
計
1
・
5
兆
円
程
度
に
抑
制
さ
せ
る
こ
と

を
「
目
安
」
に
掲
げ
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
度
は
、
こ
の
中
間

年
に
当
た
り
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
年
平
均
の
「
5
0
0
0

億
円
」
に
抑
え
る
た
め
、
自
然
増
6
4
0
0
億
円
（
年
）
か
ら

1
4
0
0
億
円
の
歳
出
削
減
を
す
る
こ
と
と
し
、
給
付
抑
制
と

負
担
増
を
行
う
も
の
で
す
。「
高
齢
者
に
も
制
度
の
支
え
手
と

し
て
、
世
代
間
の
公
平
あ
る
い
は
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
の

観
点
か
ら
、
一
定
の
負
担
を
い
た
だ
く
た
め
見
直
し
を
」。
塩

崎
厚
生
労
働
相
【
当
時
】
は
今
年
の
通
常
国
会
で
、
こ
う
し
た

考
え
を
繰
り
返
し
述
べ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
退
職
者
連
合
に
結
集
し
て
、
こ
の
給
付
抑
制
・
負

担
増
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
政
権
の
数
の
力
で
押
し
切

ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

高
額
療
養
費
【
70
歳
以
上
】

年収 外来【個人】 入院＋外来【世帯】

現行 8月～ 現行 8月～

現役なみ（370万以上）4万4400円 5万7600円 8万100円 据え置き

一般（370万未満） 1万2000円 1万4000円※ 4万4400円 5万7600円

住民税非課税 8000円 据え置き 1万5000円～

2万4600円 据え置き ※�ただし、年上限は14万4000
円にとどめる
①�2人以上世帯は520万円未満
②�一部世帯は年上限を44万
6400円にとどめる（3年間）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

年収 現行 8月～

現役並み所得 4万4400円 据え置き
383万未満、単身
で住民税課税①

3万7200円 4万4400円②

住民税非課税 2万4600円
据え置き

生活保護など 1万5000円



（3）

ブロック代表委員

北海道　　　北島　義久　　北退教
東　北　　　川村　豊太　　秋田退
関　東　　　越川　薫一　　千葉高退
北　陸　　　坂田　　勲　　富山退
東　海　　　小林　勝彦　　愛知退
近　畿　　　冨森　和男　　大阪退
中　国　　　北村　　環　　広島高退
四　国　　　山中千恵子　　高知退
九　州　　　仲村　勝彦　　沖縄県退

部会員（太字は部会長）

福祉部会

越 川　 薫 一 千葉高退
後 藤　 康 彦 東京高退
石 川 　 博 埼玉退
谷 口 　 滋 都退教
山 際　 正 道 神奈川高退

広報部会

柴 田　 廸 春 都退教
江 口　 彰 夫 東京高退
長 沼　 清 英 埼玉退
中 山　 律 子 神奈川高退

組織部会

平 岡　 義 久 東京高退
太 田　 洋 吉 千葉高退
上 田　 典 男 埼玉退
藤 崎　 喜 仁 都退教
平 野 直 比 古 千葉県退

男女共生部会

芥 川　 治 子 東京高退
井 本 み ち 子 神奈川高退
前 田 嘉 代 子 千葉高退
川 村 ま り 子 埼玉退
柴 田　　 悦 都退教 これらの写真は、安倍内閣退陣、辺野古新基地建設を許さな

い、退職者連合の「カジノ反対」の新宿での街宣行動です。
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◆
編
集
後
記
◆

少
子
高
齢
化
と
い
う
文
字
や
言
葉
が
世
の
中
に
出
回
っ

た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
？
10
数
年
前
頃
だ
ろ
う
か
？
そ
の

頃
は
日
本
は
そ
ん
な
社
会
に
な
っ
た
の
か
と
漠
然
と
思
っ

て
い
た
。

20
数
年
前
、
自
動
車
通
勤
を
し
て
い
た
。
私
の
家
に
帰

る
途
中
、
脇
道
に
入
っ
た
所
に
車
の
解
体
工
場
が
あ
っ
た
。

屋
根
は
あ
る
が
、
吹
き
っ
さ
ら
し
の
建
物
だ
っ
た
の
で
中

が
見
え
た
。
黒
い
肌
の
方
々
が
働
い
て
い
た
。
居
酒
屋
で

そ
の
こ
と
を
話
す
と
解
体
工
場
は
冷
暖
房
な
し
、
き
つ
く
、

油
汚
れ
で
日
本
人
に
は
無
理
だ
か
ら
安
い
賃
金
で
働
い
て

く
れ
る
外
国
人
を
雇
っ
て
営
業
し
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
た
。

し
か
し
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
の
身
近
な
所
で
多
種
多
様
な
外
国
の
方
々
が
働
い

て
い
る
現
状
の
姿
を
。
少
子
高
齢
化
が
社
会
に
も
た
ら
す

労
働
社
会
の
変
革
を
実
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
現
実
な
社
会

を
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
、
国
際
化
時
代
と
い
え
ば
聞
こ

え
は
い
い
が
、
逼
迫
し
、
劣
化
し
つ
つ
あ
る
姿
に
見
え
る
。

思
い
こ
み
で
し
ょ
う
か
？

５
５
０
０
万
人
が
働
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
、
４
割
が
非
正
規
労
働
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
60
年

代
、
70
年
代
、
80
年
代
の
高
度
成
長
時
代
に
働
い
て
い
た

方
々
に
は
想
像
も
で
き
な
い
今
の
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
後
、
益
々
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
う
ね
り
を
あ

げ
、
社
会
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
想
像

も
つ
き
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
希
望
の
も
て
る
社
会
で

あ
っ
て
欲
し
い
の
で
す
が
。

昔
か
ら
政
治
は
二
流
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
一
国
の
首

相
が
国
民
か
ら
疑
惑
と
不
信
だ
ら
け
の
中
で
、
あ
あ
も
強

気
で
の
発
言
に
滑
稽
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
不
思
議
の
感

す
ら
覚
え
る
。「
記
憶
に
な
い
」「
記
録
に
な
い
」
な
ど
と

今
年
の
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
答
弁
は
、
我
々

庶
民
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
し
、
言
え
る
勇
気
が
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
暗
い
闇
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
曜
日

と
時
間
を
決
め
、
全
国
至
る
所
で
ご
く
普
通
の
主
婦

や
子
ど
も
連
れ
の
若
い
男
女
、
セ
ク
ト
の
な
い
学
生
、

高
齢
者
の
方
々
の
怒
り
の
行
動
が
原
発
の
事
故
以
来

続
い
て
い
る
事
実
で
す
。
今
ま
で
遠
慮
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

従
来
と
は
違
う
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
怒
り
は
声
と

行
動
で
表
す
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
声
と
行
動
に
少
し
で
も
参
加
し
て
自
分
を
取
り
戻

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
E
）

秋の具体的なとりくみ

第3回役員会・第1回ブロック合同会議
　9月13日（水）15：00 ～　教育会館６Ｆ会議室
退職者連合全国高齢者集会
　9月14日（木）13：00 ～ 16：30　（デモ1㎞含め）文京シビックホール
女性参加者の集い
　9月14日（木）17：00 ～ 18：30（軽食付き）　デモ終了後　教育会館６Ｆ会議室
地公三単産・地公退高齢者集会
　9月15日（金）13：30 ～ 16：30　教育会館３Ｆホール
共に生きる未来を！さようなら原発・さようなら戦争全国集会
　9月18日（月、祝日）13：30 ～ 16：30（デモあり）代々木公園
第4回東アジア海外研修旅行（旅順・大連）　45名参加
　9月25日（月）～ 28日（木）
　朝鮮・中国侵略のきっかけになった日露戦争の実態をこの目で学ぶ旅
第24回五者合同学習会（終了後、第4回役員会）
　10月12日（木）11：00 ～ 16：00　　ラポール日教済１Ｆ
　「徳島県教組業務妨害事件（仮）」　冨田真由美さん（徳島県教組元書記長）
　「憲法改悪に対するとりくみ（仮）」志田陽子さん（武蔵野美大）
第23回日退教組織活動交流集会
　10月13日（金）10：00 ～ 15：00　　ラポール日教済１Ｆ　昼食付（参加者全員）
第2回学習と脱原発の旅（福島）
　11月19日（日）～ 20日（月）　　詳細は後日の発文書を参照のこと
男女共生委員会と講演会
　11月30日（木）午後
　「沖縄・女たちの脱基地」…沖縄・基地・性暴力の現実から（仮）　
　講師：高里鈴代さん（オール沖縄県民会議共同代表他）
総がかり行動：�2015年9月19日の戦争法強行採決以降、継続して毎月19日に国会前で戦争法廃止行

動を続けています。
　今年度は、森友・加計疑惑真相究明、共謀罪法成立阻止、7月からは「安倍内閣
退陣」を前面に打ち出して行動をしています。
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